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ウ
ィ
リ
ア
ム

-
ベ
テ
ィ
!

の
経
済
設

ヰ11

7qz 

ヲ主

一
、
彼
れ
の
経
済
思
想

経
済
事
者
と
瞳
自
暴
者
と
の
取
り
合
は
せ
は
問
中
史
上
宇
の
例
を

稀
た
り
と
し
な
い
。
彼
の
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ケ
ネ
1
の
ん
イ
十
五

世
の
侍
酷
酉
た
り
し
は
徐
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

A
1
誌
に
語
ら

ん
と
す
る
サ

1
"
ウ
ィ
リ
ア
ム
帽
ベ
テ
ィ
ー
も
亦
一
皮
は
醤
科
大

山
川
干
の
解
剖
肇
教
授
に
も
な
り
、
又
或
は
時
は
軍
菅
綿
監
に
も
た

っ
た
男
で
あ
る
。

咽
州
乙
胤
十
者
の
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
と
稿
ず
る
も
の
は
多
分
の
重
向

主
義
的
色
彩
を
持
つ
。
玉
を
宮
ま
す
と
と
は
又
同
時
に
王
闘
を

ウ
ィ
リ
ア
ム
ム
テ
ィ
!
の
経
済
説

ふ
い
旧
ま
ず
こ
と
で
あ
っ
た
。
而
か
も
そ
れ
は
富
の
現
賓
的
姿
で
あ

る
賞
金
属
を
積
み
瓦
ね
、
叉
生
産
要
素
で
あ
る
人
口
を
増
加
せ

し
む
る
に
あ
っ
た
。
認
に
償
値
の
人
間
的
要
素
に
荒
限
し
た
と

と
は
、
本
来
の
重
商
主
義
土
り
の
一
進
歩
で
あ
ら
う
。

カ
メ
ラ

リ
ズ
ム
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
は
、
多
分
に
政
策
的
意

味
を
有
ち
理
論
的
鶴
系
と
一
一
品
は
ん
よ
り
は
む
し
ろ
一
つ
の
財
務

行
政
的
取
技
術
で
あ
っ
た
。

の十
Jf文七
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7ぞ ~J 治
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問
翻
tt 

1
4
1
1
H
υ

〉
日
付

属
戸
署

Eτ
一

E

pm可
亡
し
て
枚
入
あ
る

公
平
友
課
税
が
な
さ
れ
う
る
か
の
財
政
問
題
で
あ
っ
た
c

か
か

る
問
題
解
決
の
献
策
が
一
六
六
二
年
、

ベ
テ
ィ
ー

に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
。
誌
に
彼
れ
が
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
的
性
絡
を
多
分
に
合
ん

で
ゐ
る
根
擦
が
あ
る
。
そ
の
主
著
『
租
税
及
び
貢
納
に
闘
す
る

論
策
』
は
専
ら
図
一
家
経
費
を
如
何
に
し
て
減
じ
得
る
で
あ
ら
う

か?・

牧
入
は
如
何
に
し
て
豊
か
忙
資
ら
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う

古、
? 

租
税
は
如
何
な
る
形
態
を
採
る
可
き
で
あ
ら
う
か
?

此
れ
が
彼
れ
の
中
心
問
題
で
あ
っ
た
。
回
出
家
財
政
に
闘
す
る
現

資
的
な
る
技
術
は
草
た
る
抽
象
的
理
論
で
は
あ
り

J

え
な
い
。
経

第
凶
十
巻

第
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ウ
ィ
リ
ア
ム
ミ
テ
ィ
ー
の
経
務
説

験
的
左
認
識
を
基
礎
と
し
て
現
寅
枇
舎
の
経
済
欣
態
の
分
析
を

以
て
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
認
に
統
計
的
数
字
使
用
の
必

要
が
超
る
。
恰
も
ベ
テ
ィ
ー
を
目
し
て
統
計
事
の
創
始
者
と
な

ナ
の
根
擦
も
旭
り
う
る
。
彼
れ
は
有
名
な
る
自
著
「
政
治
算
術
』

の
序
交
に
於
て
、
自
ら
の
方
訟
を
誇
ら
か
に
兵
閥
的
方
法
た
り

と
規
定
す
る
。

『
私
の
採
則
す
る
方
法
は
と
彼
れ
法
一
一
一
一
回
ふ
|

全
く
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
山
平
に
比
較
的
な
高
間
的
左
言
葉

を
用
ひ
た
り
、
叉
智
的
議
論
を
な
し
た
り
ナ
る
代
り
に
.
、
数
、

重
量
、
度
合
を
一
示
す
文
字
に
て
表
現
し
、
唯
感
売
に
訴
へ
え
ら

る
議
論
を
の
み
な
し
、
自
然
の
上
に
可
閥
的
な
基
礎
を
持
っ
て

ゐ
る
が
如
き
原
田
の
み
を
考
察
し
、
特
定
の
人
々
の
鑓
り
易
き

心
や
、
意
見
や
、
欲
望
ゃ
、
情
熱
ゃ
に
依
存
す
る
諸
原
因
は
、

之
を
他
人
の
考
察
に
委
せ
て
た
く
」
(
ハ
ル
篇
4

テ
ィ
l
経
済
的
著

作
集
第
一
巻
‘
二
凹
凶
頁
〉
。

だ
か
ら
彼
れ
の
主
張
は
抽
象
的
・
思

枇
間
的
た
理
論
で
は
な
く
、
教
を
以
て
主
張
す
る
具
健
的
、
現
質

的
理
由
耐
で
あ
る
。

多
く
の
人
は
ベ
テ
ィ
ー
を
以
て
重
農
主
義
の
先
駆
者
と
看
倣

す
。
『
刺
徐
債
値
岡
常
設
史
』
の
著
者
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
於
て

第
凶
十
品
世

第

E宜

一
一

ノ、

四

も
同
様
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
ベ
テ
ィ
1

の
地
代
論
を
以
亡
、

ベ
テ
ィ
ー
が
地
代
そ
剰
飴
債
値
の
本
来
的
危
姿
と
し
て
把
握
し

た
と
主
張
す
る
0
1

『
同
一
一
哉
の
繁
柴
は
そ
の
領
土
の
成
大
に
依
存
す
る
の
で
は
た

く
で
、
国
結
し
良
く
統
治
さ
れ
た
る
人
民
む
致
、
技
術
品
勤
勉

ア
一
衣
子
r
z
J

目

1
1北
ム
刷
広
司
古
品
号
、
二
三

Z
J
。
リ
K
Eほ
ヲ
也

t
j
A
i
f
f
C
1
2一
i
t
E十一三一
E

Z

、
需
品
版
作

4
H
礼

代
化
を
認
識
せ
る
彼
れ
は
慎
値
形
成
過
程
と
し
て
の
人
間
労
働

を
問
題
と
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
従
っ
て
か
か
る
多
数
人
民
の
経
消

的
活
動
は
一
同
国
軍
の
増
加
を
驚
ら
し
う
る
と
と
は
一
一
一
日
ふ
ま
で

も
た
い
。
然
ら
ば
如
何
た
る
粧
桝
活
動
が
最
も
生
産
的
で
あ
ら

『
商
人
は
一
冗
L
K

枇
合
よ
り
何
物
を
も
か
せ
ぎ
出
し
え
危

う
か
。

ぃ
。
唯
貧
民
の
務
働
に
針
し
て
互
ひ
に
賭
け
合
ふ
一
種
の
賭
博

者
で
あ
り
、
自
ら
は
全
〈
不
生
産
的
で
あ
り
、
却
っ
て
政
治
鑓

の
血
液
や
栄
養
物
を
循
環
せ
し
む
る
血
管
の
如
き
も
の
で
る

る
』
(
同
上
・
前
掲
害
二
八
頁
)
。
債
値
創
治
的
活
動
と
し
て
の
持
働

は
、
か
〈
て
農
業
弊
働
或
は
工
業
第
働
に
蹄
結
せ
し
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
葱
に
彼
れ
が
刑
判
徐
債
値
そ
の
も
の
の
源
泉
を
生
産

過
程
に
さ
ぐ
り
、
持
働
債
値
設
の
原
始
素
朴
倒
友
迎
論
を
展
開
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し
え
た
根
擦
が
あ
る
。
然
し
左
が
ら
彼
れ
は
此
の
自
己
の
主
張

を
一
貫
し
て
唱
ふ
る
べ
ぐ
徐
り
に
も
重
商
主
義
的
性
格
を
そ
の

半
面
に
有
し
て
居
た
。
何
を
か
京
商
主
義
的
性
絡
と
言
ふ
か
。
む

し
ろ
こ
こ
で
は
.
モ
ネ
グ
リ
ス
ト
・
サ
I
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ

ー
と
呼
ぶ
が
至
常
で
あ
ら
う
。

キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
輝
ぐ
黄
金
白

同氏。、、

会
良
品

μ

や
は
り
彼
れ
に
と
っ
て
は
唯
一
の
宮
で
あ
っ
た
。
破
壊

さ
る
る
と
と
な
く
・
水
久
に
舟
へ
え
ら
る
る
財
賓
に
見
え
た
。
だ

か
ら
穀
物
作
る
持
働
で
も
訟
い
。
ま
し
て
や
布
織
る
子
工
持
働

ず
も
な
い
。

英
調
J
H
~

よ
泊
;
取
η
レ

!
h除
J
J
n
d
弓
な
り
L

吊
'
口
河

-
u
j
l
l
i

〆

th

・1
4
1
6
!
u
t
-
-

易
、
こ
れ
ぞ
黄
金
白
銀
の
財
賓
た
山
と
積
む
。

時

w働
償
値
設
の
創
始
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
。
ヘ
テ
ィ
l
、
章
一
農
主
義

の
先
腕
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
ー
と
し
て
、

一
六
六
二
年
の
主

著
に
設
相
嚇
し
た
彼
れ
は
、

一
ム
ハ
七
一
年
の
頃
執
筆
せ
し
と
一
言
は

る
『
政
治
算
術
』
に
全
く
餐
っ
た
姿
で
品
賞
揚
し
た
。
小
国
う
れ
ふ

る
に
足
ら
ぬ
。
自
ら
そ
の
大
図
を
倒
し
う
る
。
英
闘
は
悌
図
を

怖
る
必
要
は
な
い
。
海
商
制
覇
に
よ
る
英
国
の
富
強
化
が
此
の

著
書
の
中
心
題
目
で
る
る
。

『
園
土
の
位
置
、
貿
易
、
政
治
、
』

此
れ
が
繁
柴
宮
強
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
貿
易
は
航
海
野
と

ウ
イ
H
ア
占
・
ベ
テ
ィ
ー
の
経
済
説

結
び
つ
〈
。
認
に
至
っ
て
ペ
テ
ィ
ー
は
商
業
活
動
の
優
位
性
を

主
張
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

『
農
業
よ
り
も
手
工
業
が
よ
り
多
〈
牧

谷
が
る
り
、
手
工
業
よ
り
も
更
ら
に
商
業
は
多
〈
牧
担
金
が
あ
る
」

(
『
政
治
算
術
』
前
掲
書
二
五
大
一
良
)
。
『
海
上
貿
易
は
全
世
界
商
業
の

遂
行
者
で
あ
り
、
動
力
者
で
あ
る
」
(
同
上
、
二
五
八
頁
可
愛
夫
・

軍
人
・
般
乗
り
・
工
匠
・
商
人
等
は
共
に
枇
舎
の
大
黒
柱
た
る
に

費
り
は
な
い
が
、
而
か
も
船
乗
り
は
軍
K
航
海
者
で
あ
る
の
み

で
は
念
〈
同
時
陀
軍
人
で
あ
り
叉
商
人
で
あ
る
。
仙
相
乗
り
の
持

訪
コ

K
Eり
と
う
:
!
句
、

前
日

d
'
r二一
fpr
日
ア
c
v
J
?

と
l
r
一
心

一
寸
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ワ
担
叫
ん
-
ワ
剛
一

r
4
4
4

L

J

:
旬

、

t
j

銀
四
シ
リ
ン
グ
な
る
に
針
し
十
二
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
』
(
同
上
、
前

掲
書
、
二
五
九
頁
)
黙
よ
り
も
認
め
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

だ
か
ら

『
貿
易
の
最
大
終
局
的
た
殻
某
は
一
般
的
宮
の
豊
富
で
は
た
く
、

特
に
他
の
商
品
の
如
く
に
破
滅
し

E
つ
費
化
し
易
き
も
の
で
は

な
く
で
、
何
時
如
何
な
る
庭
に
於
て
も
常
に
宮
た
る
金
銀
賓
石

『
金
銀
は

の
豊
富
で
あ
る
』
(
同
上
、
前
掲
害
、
二
五
九
!
大
O
頁)。

何
時
何
庭
に
於
て
も
常
に
宮
と
考
へ
ら
る
る
不
滅
左
も
の
で
あ

たる
使 』
メ会、 r、
"n 臣I

ql 
『副I
全、掲
商、電
業、三
世、ー』

ノ、

界、九
の 頁
世士、古

界宇品、
宅当， I 
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頁

に

あ

弓ゥ
で i
Yじァ
よム
り・.
f度二
n 1 
l土 I
干、の
渉、経
政、潜
策、設
を
採
る
も
σ〉
で
は

な
い
。
『
五
口
々
は
一
般
に
!
と
そ
の
十
七
著
『
租
税
論
策
』
に
於
て

言
ふ

l
賢
明
た
る
皆
師
が
そ
の
患
者
に
極
度
に
干
渉
す
る
こ
と

な
く
、
却
っ
て
よ
〈
観
察

L
、
自
然
的
作
用
に
従
ひ
、
極
端
左

る
狽
自
の
底
涯
を
以
て
干
渉
せ
ざ
る
が
如
〈
、
恰
も
政
治
製
、

組
作
目
併
に
於
亡
も
同
様
に
芯
さ
石
川
斉
一

5
1山
る
こ
と
そ
考
山
崎
J
l

ね
ば
な
ら
ぬ
』
(
前
掲
書
、
六
O
頁)。

モ
ネ
グ
リ
ス
ト
・
ベ
テ
ィ
ー

は
そ
の
限
度
に
於
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
恋
っ
て
現
は
れ
↓
人

民
の
一
致
圏
結
、
勤
勉
、
従
順
と
そ
枇
舎
の
安
卒
、
人
民
各
自

の
幸
踊
』
を
賓
ら
す
も
の
と
説
教
し
つ
つ
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
・
ベ
テ

ィ
ー
と
な
り
終
る
。

=
、
債

値

論

税
源
を
考
へ
た
ペ
テ
ィ
ー
は
先
づ
以
て
土
地
に
斎
限
し
た
。

土
地
は
人
間
持
働
と
の
ム
口
憾
に
よ
ワ
て
年
K

地
代
た
る
剰
徐
債

値
を
生
む
。
己
に
人
間
が
官
の
一
源
泉
と
考
へ
ら
れ
、
人
間
持

働
の
債
他
が
認
識
さ
れ
た
以
上
、
持
働
過
程
が
同
時
に
債
値
形

戒
温
程
で
あ
る
に
は
異
論
は
な
い
ロ
然
し
、
支
ら
に
進
ん
で
勢

第
四
十
巻

第

M; 

四

ム，、

~ 
/、

働
過
程
が
領
値
増
殖
過
程
で
あ
る
や
否
や
、
+
訟
に
剰
徐
債
値
を

め
ぐ
っ
で
の
一
つ
の
歴
史
的
限
界
従
っ
て
弁
働
債
値
設
に
於
け

る
未
設
展
的
姿
態
が
撲
は
る
。

人
間
が
そ
の
生
産
性
に
於
て
、
官
形
成
の
一
一
袈
楽
で
あ
る
限

り
、
君
主
の
牧
入
源
と
し
て
の
人
口
が
、

カ
メ
ラ
リ
ス
ト
・
。
へ

一
ア
ィ
ー
の
似
に
川
駅
J
l

ね
ば
去
ら
れ
c

従
ら
い
れ
人
民
を
前
L
肌
献
す

は
、
君
王
自
ら
そ
の
牧
入
源
を
枯
渇
せ
し
む
る
こ
と
と
な
る
。

だ
か
ら
彼
れ
は
、

『
土
地
が
富
の
母
で
あ
る
が
如
く
、
「
労
働
は

富
の
父
で
あ
り
又
能
動
的
原
理
で
あ
る
」
と
の
主
張
の
結
果
、

営
然
岡
家
は
そ
の
成
長
を
殺
し
、
或
は
不
具
に
し
、
幽
閉
す
る

と
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
結
旧
米
自
ら
を
罰
し
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
と

と
を
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
か
か
弓
刑
罰
は
能
ふ
限
り
越

く
べ
き
ぜ
あ
り
、

そ
れ
に
代
る
に
罰
余
別
を
以
て
す
ぺ
き
で
あ

る
。
劫
令
刑
は
労
働
並
び
に
岡
官
を
増
枇
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
」

(
『
租
祝
論
策
』
ハ
ル
箱
第
一
巻
、
六
八
頁
)
。
持
働
の
め
る
と
こ
ろ
必

ら
や
常
を
生
む
。

• 

刺
飴
僚
値
の
現
象
形
態
は
賃
料
忙
於

τ最
も
鮮
明
に
現
は

る
。
土
地
の
賃
料
、
貨
幣
の
賃
料
、
か
か
る
一
見
明
白
な
る
経



済
現
象
は
、
然
し
た
が
ら
そ
れ
を
遁
突
し
ゅ
〈
陀
つ
れ
神
秘
の

聞
に
つ
つ
ま
れ
ゃ
う
と
す
る
。
此
の
閣
に
峨
明
を
貼
や
る
と
と

が
、
先
づ
経
済
皐
父
ら
の
問
題
で
あ
っ
た
。
土
地
賃
料
即
ち
地

代
と
し
て
映
や
る
刺
徐
慎
値
は
、
そ
の
交
換
債
値
形
態
印
ち
貨

幣
形
態
に
於
で
よ
り
も
、
刺
徐
的
使
用
慣
値
物
そ
の
も
の
と
し

で
は
よ
り
認
識
を
可
能
友
ら
し
む
る
。
穀
物
地
代
は
如
何
に
し

で
強
生
ず
る
か
c

「
五
口
々
は
b

A

T

の
畑
く
依
定
し
ゃ
う
。

人

の
人
が
自
身
の
手
で
一
定
面
積
の
土
地
を
、

そ
の
土
地
の
農
耕

に
必
要
注
通
り
、
耕
し
、
掘
り
か

(
L

歓
室
、
た
ら
し
、
和

子
を
蒔
き
、
苅
り
入
れ
、
運
び
入
れ
、
打
穀
し
、
簸
る
と
と
い

ふ
や
う
友
乙
と
を
震
す
こ
と
が
出
来
る
と
し
、
更
ら
に
此
の
土

地
に
時
〈
た
め
に
交
分
の
種
物
を
持
っ
と
す
る
。
今
若
し
此
の

人
が
牧
穫
の
進
行
中
、
彼
れ
の
種
子
並
び
に
彼
れ
が
自
ら
食
し

又
は
衣
服
そ
の
他
の
自
然
必
需
品
と
の
交
換
に
奥
え
た
る
と
こ

ろ
の
す
べ
て
の
も
の
を
怖
控
除
す
る
た
ら
ば
、
抽
出
り
の
穀
物
は
此

の
年
の
自
然
的
に
し
て
異
質
友
る
地
代
と
な
る
』
(
前
掲
書
、
四
一
一

か
か
る
穀
物
地
代
は
豊
凶
を
通
じ
て
一
定
せ
や
と
は
-
一
一
凸

ぇ
、
数
年
間
の
平
均
に
よ
っ
て
通
常
的
た
穀
物
地
代
を
構
成
す

頁)。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
4

テ
ィ
ー
の
縄
演
説

る
ο
重
農
皐
汲
が
農
業
に
於
て
前
携
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、

彼
れ
に
あ
っ
て
は
た
だ
年
前
捕
に
相
嘗
ナ
ろ
種
子
並
び
に
弁
働

力
の
再
生
産
が
考
慮
に
沿
か
れ
た
の
み
で
、
生
産
手
段
中
原
前

排
ム
一
も
閏
さ
る
べ
き
も
の
の
同
牧
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
友
い
。
け

れ
ど
も
利
飴
債
値
そ
の
も
の
を
、
生
産
過
程
殊
に
人
聞
の
労
働

渇
程
中
に
認
め
た
こ
と
は
天
才
と
言
は
る
る
に
値
し
ゃ
う
。
か

く
の
知
芳
一
穀
物
地
代
は
貨
幣
経
憐
の
営
時
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣

地
代
と
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

3
き
に
剰
徐
と
し
て
求
め
ら
れ
た

る
穀
物
地
代
は
現
寅
に
於
て
は
英
貨
幾
シ
リ
ン
グ
に
値
す
る
で

あ
ら
う
か
。
使
用
債
値
の
交
換
債
値
化
は
落
に
於
で
問
題
と
友

る
。
一
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、
『
他
の
一
人
の
人
が
、
同
一
期
間
貨
幣

の
生
還
に
全
く
従
事
す
る
と
仮
定
し
て
、
彼
れ
の
出
費
の
超
過

と
し
て
貯
へ
う
る
貨
幣
額
に
等
し
い
』
(
『
組
税
論
策
』
前
掲
市
昔
、
凶

コ
一
頁
)
。
同
一
努
働
時
間
に
よ
っ
て
、
雨
使
用
慣
値
物
は
等
債
た

り
う
る
a

か
〈
て
侵
値
の
賓
憶
は
弁
働
で
た
く
て
は
な
ら
ね
。

『
若
し
一
人
の
人
が
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
て
二
オ
ン
ス
の
銀
を
ベ

ル

1
の
産
地
か
ら
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
穀
物
を
生
産
し
う
る
と
同

一
の
時
間
内
に
筒
ら
し
う
る
、
と
す
る
止
な
ら
ば
、

一
方
は
他
方
の

第
四
十
巻

第

務

一
三
五

六
一
七



ウ
ィ
リ
ア
ム
ム
テ
ィ
ー
の
鰹
務
説

自
然
債
格
で
あ
る
。
若
し
今
新
ら
し
き
よ
り
豊
富
な
館
山
の
た

か
げ
で
、

一
人
の
人
が
二
オ
ン
ス
の
銀
を
以
前
の
一
オ
ン
ス
と

同
様
な
る
容
易
さ
で
獲
得
し
う
る
と
す
る
t

な
ら
ば
、
以
前
五
シ

リ
ン
グ
で
る
っ
た
穀
物
は
ん
ー
や
十
シ
リ
y
グ
と
な
る
で
あ
ら

う
』
(
閑
土
、
前
劃
書
、
五
C
I
R
一
頁
)
。
銀
債
値
の
下
落
は
そ
の
相

-4品
い
ム
司

1
口
己

5
凡

X
E
H
t
'子
園
七
人
材
J
h
Z
4
b

〆

〉

』

〉

h

p

畑、

L
E
7

ーォ

R
z
n
7
ミ
言
取

E
H
E
M
M
E唱
L
r
v
升

T
4て
思
叫
刊
を

ι

も
の
の
債
値
が
増
加
し
た
の
で
は
友
い
。
蓋
し
投
下
弊
働
時
間

は
同
様
で
る
る
か
ら
。
か
か
る
基
礎
的
事
賓
が
そ
の
主
ま
現
象

の
世
界
を
貰
い
て
居
る
た
ら
ば
、
何
ら
科
撃
的
究
明
の
必
要
も
.

叉
そ
の
神
秘
性
を
も
っ
と
と
も
あ
り
え
な
い
。
『
貧
の
と
と
る

此
の
地
盤
の
上
に
展
開
さ
る
る
上
居
建
築
に
於
て
は
、
極
め
て

多
様
且
つ
複
雑
で
る
る
』
(
前
掘
、
四
四
頁
)
。

地
代
が
か
く
し
て
決
定
さ
れ
し
以
上
、
此
の
地
代
を
資
本
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
債
絡
が
算
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

平
均
人
が
生
存
す
る
だ
け
の
年
数
を
、

一
年
分
の
地
代
に
乗
十

れ
ば
よ
い
。
土
地
購
買
年
教
が
卸
ち
此
の
年
数
で
あ
る
。
。
ヘ
テ
ィ

ー
は
そ
れ
を
廿
一
ヶ
年
と
算
出
す
る
。

賃
料
が
一
度
貨
幣
に
揚
面
を
か
へ
る
や
、
問
題
は
更
ら
に
複

第
四
十
巻

大
一
八

第

盟主

一
中，、

雑
と
左
る
。
利
子
と
普
通
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
が
貨
幣
賃
料
で

あ
る
。
重
農
主
義
先
駆
者
と
し
て
の
ベ
テ
ィ
ー
は
、
利
子
を
地

代
に
解
消
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
議
生
根
擦
を
あ
ば

く
。
利
子
も
一
つ
の
剰
絵
慎
値
で
あ
る
以
上
、

そ
の
形
成
過
程

が
先
づ
問
題
と
な
る
。
び
と
し
く
人
間
持
働
を
慣
値
の
資
穏
と

'λ円

h

h

'

百

%
d
「て

一一一目、じ

7
Z
円

J
t
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E
L
乙
洲
町
人
品
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4
H
-
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E
r
Rン
「
一
三
ゴ
『
よ
さ
ぐ
ユ

，
/
ル

'
F
4
1
4
u
v
司
五
日

fλ
心
H

U

d

当
証
書
斗
J

て
t
J
/
f
一
フ

ィ
ー
は
、
然
し
友
が
ら
土
地
そ
の
も
の
と
の
合
憶
に
よ
る
人
間

持
働
の
債
値
増
殖
性
を
認
め
た
・
重
農
主
義
者
的
色
彩
を
腕
ず

る
こ
と
が
出
来
由
。
か
く
て
、
彼
れ
は
一
腹
利
子
を
地
代
に
解

消
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
『
す
ぺ
て
貸
附
金
が
安
全
を
確

保
さ
る
る
も
の
と
仮
定
し
て
、
そ
の
貸
附
金
の
利
子
は
、
そ
の

カ
ネ金

を
以
て
購
ひ
う
る
大
い
さ
の
土
地
の
地
代
に
少
く
と
も
一
致

す
る
』
(
同
よ
、
前
損
害
、
四
八
一
良
)
。
此
れ
が
彼
れ
の
言
ふ
利
子
の

自
然
的
た
様
準
で
あ
り
、
貸
附
金
の
不
安
全
左
る
揚
ム
口
は
、
夏

ら
に
利
子
額
の
増
大
を
見
る
は
常
識
の
許
し
う
る
と
と
ろ
で
あ

り
、
利
子
を
地
代
に
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
剰
徐
慣
伯
そ

の
も
の
の
根
擦
を
重
農
主
義
的
見
解
を
以
て
維
持
し
て
ゐ
る
。

(
一
九
三
四
・
一
二
・
二
四
)


